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〈論文〉

メキシヨ市東南部の子どもたち

一一「下層」Dにおける事例研究――

増 山 久 美

I はじめに 0下層地区の形成とその背景

1 都市への急速な人口移動

本稿は、ラテンアメリカ社会において抑圧や疎外の下にある集団とみな

される下層の人々について、とくにその子どもたちのの生活様態を分析す

るものである。

ラテンアメリカの多 くの国々では1930年代以降、工業化の開始にともな

い農村から都市への人口移動が始まった。メキシコでは1950年代から政策

の重点が工業化に移るとともに、農業はダイナミズムを失い、1960年代末

より実質的に停滞状態に陥つた。こうした農業不振は高い人口増加率と相

まって多 くの農村人口を都市へ押 し出す原動力となっため。農村から移住

してきた人々は、都市周縁部に、不法な土地占拠あるいは非合法な分譲0

による土地購入によって居住地を確保していった。ネサワルコヨトルを典

型的として、このような起源をもつ居住区の住環境は大半が劣悪であり、

適切な住居に要される最低限の物的条件を欠く場合が多いう。都市への移

住者の数は増加の一途をたどっており、この背後には都市と農村の大きな

所得格差の問題が存在している。移住者はメキシコ市内0に おいては貧し

い暮らしを送っている。しかし、その生活は農村地帯から見れば豊かであ

る。それが人々を都市へと向かわせる原動力となっているつ。
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しかも、移住者たちの文化は都市の生活様式に同化するどころか、文化

的障壁の前に一層強化され、都市周縁部で再生産されるという。。これに

よつて都市の社会構造は多様化 し、それとともに、都市と農村社会の関係

も、従来の研究枠組みの中で捉えることが困難になるほど変化を遂げてき

た。メキシコ市の都市下層地区の形成も、社会全体の大きな変化のうねり

の表出のひとつと見ることができるだろう。

2 下層社会研究

かつて、農村から都市への移住者の生活様式を、内側から照らし出そう

と試みたのがオスカー・ルイスである。彼は、貧困は一つの亜文化「貧困

の文化」を創出すると述べる。彼によると、貧困の文化はそれ自体の様式

を有し、その構成員に対 して社会的、心理的な重要性を持ち、社会化され

ることでそれは永続化するというの。これに対 しラリサ・A・ デ 。ロム

ニッツは、文化は経済、社会、イデオロギーの三つの性質と、それらの関

係の総体として、もっと広範に定義づけられるべきであると反論 している。

彼女は、「経済基盤や社会組織に触れずに彼 らの文化を言い表すとすれば、

それはあたかもその文化自体に原因があるかのようである」とルイスを批

判 している10。 この見方に立って彼女は、下層地区の住民同士が行ってい

る経済活動は単に原始的で時代遅れの経済手段ではなく、彼らの生活の極

端な状況に対 して、有効で活力があり、かつ発展した対応方法であるとよ

り積極的な評価を下 している。しかし、デ 。ロムニッッも、このような

人々を、疎外され社会の隙間に身を隠すカニとみなし、彼らが都市の維持

発展に果たしている役割を無視するなど、都市社会全体の中で彼らがあた

かも不必要な存在であるかのような見方を取つている。

ロジャー・N・ ランカスターは、ニカラグアのマチスモ研究において、

子どもたちは地域社会の中で社会化されるため下層においてマチスモは変

わらないと主張しているが11)、 これもまた同様に、結果としてのマチスモ

の保持を、未来にわたって不変の特性であるかのように扱うものである。

これらの研究はいずれも、下層の人々を他の階級から隔てられた閉鎖的な
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社会・文化集団として捉えているが、大都市において彼 らが他の社会階層

と多彩な関係を結んでいることは無視することはできない。下層からの脱

出が困難であることを、ただちに階層間流動が欠如 しているかのように捉

えることにも疑間が残る。

また、ロベル ト・バレーラは、疎外されたセクターに、恵まれたセク

ターと競争できるような知識や技術を提供しないと、彼らは社会の隙間で

生存していく術を模索することになると述べ、恵まれたセクターに属する

ための儀式として学校教育を捉えている2)。 学校教育の重要性の指摘は肯

定できるとしても、そこにはインフォーマルな経済活動を否定的に見る視

点が存在 しており、それはともすると社会的上層の優越感に同調しかねな

い危うさをはらんでいる。

これらに対 し、エルナンド・デ・ソトは上述の諸研究とは異なる角度か

ら下層の人々を分析 している。彼は、リマ市におけるインフォーマル経済

の研究のなかで、常設市場や公共輸送のほとんどがインフォーマルな活動

によって成 り立っている実態を挙げ、ベルーのような国家体制のもとでは、

経済発展は公認された正式な活動を通してのみ起こるわけではないと述べ

ている19。 ジョン・C・ クロスも、メキシヨ市における露店商人と国家の

関係に関する研究において、インフォーマルな経済活動は、彼らが生き延

びるために会得 した経験と手腕の結果であり、それらがメキシコの全体社

会の中で政治的にも経済的にも重要な役割を担つていると結論づけてい

る10。 両者とも国家あるいは都市というより包括的な社会の中に都市下層

民のインフォーマルな経済活動を位置づけ、しかもそれを否定的に捉える

ことなく議論を展開している点が評価できる。こうした異なる議論の可能

性を考慮 しながら、本稿では下層の子どもたちの姿に自由な思考と行動の

主体としての可能性を探っていく。

Ⅱ 調査について

メキシコ市のシウダー・ペルディーダなどのもっとも貧しい地区や、ス
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トリート・チルドレンに関しては、都市への移住や都市開発面からの研究

が多数あるが、下層地区の居住者ではあるものの極貧とは言いがたく、自

立した生活を送つている人々について、ミクロな視点に立った情報や研究

は少ない。とくに、そうした階層の子どもに焦点を当てた研究はまれであ

り、また研究者は彼らの社会的逸脱などに焦点を合わせ、生活の否定的側

面を強調する傾向がある5)。 そこで、本稿では視
`点

を一新し、メキシコ市

のイスタパラパ区とトラウアク区の下層の子どもたちを事例に、その積極

的な生活様態を具体的に提示したい■)。

メキシコ市東南部に位置する両区は、今なお農村的な雰囲気をそここ

こに残しつつも、筆者が観察を始めた1982年以降急速に都市化が進行して

いる地域である。両区では、1994年 の北米自由貿易協定 (NAFTA)発 効

でメキシコがグローバル経済体制に参入して以後、町も人も特に急激な変

化を遂げた。都市と農村、あるいは近代社会と伝統社会がモザイク状に混

在するこの地域には、低所得層1つ が多く居住する。

下層の子どもは、被搾取者である下層に生まれたことと、本来保護され

るべき存在でありながら放置、放任ときには虐待すら行われていることか

ら二重の勅1を 嵌められていると奥山恭子は述べているlD。 マクロな視点か

らするこうした見方は社会構造上の問題点の指摘として重要ではあるが、

その一方で「下層の子ども」を一般化し、その生活様態の否定的側面のみ

を強調することは、彼らの置かれた立場を救済されがたいものとして提示

することにもなる。下層に生まれたという事実は、子どもの成長過程や将

来設計において決定的要因として働くのだろうか。具体的には、親や親族

から一方的に放置されているのだろうか。また、彼らの人生には何ら選択

の余地がないのだろうか。本稿の目的は、これらの疑間に解答を与えるこ

とにある。

分析の際に参考にしたのがチヤールズ・H・ クーリーのいう「第一次

集団」19で ある。彼はこれを「顔と顔をつき合わせる親密な結びつきと協

力によって特徴付けられる集団」と定義し、主として個人の社会性と理想
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とを形成する上で基本的であるという点において「第一次的」としている。

この集団の中で最も重要な分野が、家族、子どもたちの遊び仲間、近隣、

もしくは大人たちの構成する地域集団などである。クー リーは、都市化に

おける社会生活の必然的な結果として第一次集団の漸次的衰退を指摘 して

はいるものの、なお幼年期と少年期における第一次集団の社会化機能は重

要であると主張している。特定の地域の子どもたちを論 じるには、地域社

会への社会化という観点から議論を進めることが有効であると推定される

ため、本稿でもこれらの第一次集団との係わりに重点を置いて考察してい

く。まず幼児期における家族との係わり方と家族成員について、次に学齢

期の子どもたちの姿と教師について、そして家庭や地域における子どもた

ちの活動と相互扶助についてという順に、三つの局面について見ていくこ

ととする。

資料には参与観察の記録とアンケー トを併用した。1982年 7月 から83年

6月 、1996年 12月 、1999年 6月 から7月 にかけて現地で調査を行ったが、

本稿では特に1999年 6月 3日 から7月 6日 の調査で得られた資料を使用す

る。またアンケートも同時期に実施しており、その集計結果を用いる。ア

ンケー ト調査は、地域の学校 7カ 所で実施 した。 7校 を順次直接訪問し、

教師の許可を得てクラスでアンケー ト用紙を配布し、筆者の補足説明のあ

と子どもたちにその場で無記名回答 してもらった。将来設計や社会問題に

ついて問うため、調査学年は小学校 (午前の部 6校287人 )、 中学校 (午前

の部 1校100人 )と も最高学年に限定し、合計387人の協力を得た。回答中

で家族成員として提供された資料の総数は2,629人分に及ぶ。以下本稿で

は、本アンケー トの集計結果などをもとに、この地域の人々の生活様態の

把握を試みたい20。

Ⅲ 学齢以前の子どもと家族的背景

1 家族の中の子ども

下層の人々については、就学前の子どもたちがしばしば放置され、安定
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した社会化を経験 していないとの指摘がなされてきた2⊃ 。確かに調査地区

でも、両親が法律上承認されない「合意婚 (uni6n libre)」
功による婚姻

形態をとっている場合が多 く、婚姻関係はときには長続きせず、また出稼

ぎなどによつて父親が不在であることもまれではない。だが、筆者の観察

では、そのことが子どもの放置に直結するわけではない。合意婚であって

も子どもたちが父母の養育を受けているケースは多 く、父母以外の親族、

特に母方の祖母やオバらが乳幼児の世話に積極的にかかわることもめずら

しくない。アンケー トによると、キヨウダイの平均人数は4人 (最高は11

人)で、同じ敷地内もしくは同じ通 り、同じ地区に親類が居住している子

どもの数は387人中298人 (77.0%)で ある。子どもたちはキヨウダイだけ

ではなくイトコ、姪、甥などとも毎日何時間かを過ごし、何らかの形でし

つけなどの初期の社会化を監督されている。

以下に述べる、合意婚による婚姻形態をとる夫婦の事例はそうしたしつ

けが実践されている一例である20。

ゴミ収集業に従事する父親と、技術系の高校 CONALEPの 学生である

母親を持つ 1歳 の Kは、母親とその実家で暮らす。父親は同地区でその

両親、姉妹 と生活 してお り、毎日2時間ほどKに会いに来るほか、週末

は半日を父子ともに過ごしており、Kの養育に必要な経済的負担も担って

いる。母親は午前の部に通つているので、その間祖母と叔父、叔母たちが

交代で Kの面倒を見ている。午後母親が帰宅すると3時間ほど世話をし、

その後彼女がアルバイトに出かけると、また祖母たちが世話をする。祖母

が常に在宅しているとは限らないが、代わりに世話をする者が何人かいる

ので、Kが無責任に放置されることはない。叔父たちも、Kに ミルクを飲

ませ、おむつを交換するといつた協力を惜 しまない。洗ネL式や誕生日の視

宴は、父方母方双方の家族が協力して、Kのために行われた。両親は、母

親が学業を終えるまではこの生活を続けるということで意見が一致してい

る。

この例にみるように、この地区では就学前の子どもたちの大部分は少な



ラテンアメリカ研究年報 No.21(2001年 )        67

くとも両親のいずれかと生活を共にしている上、親族に囲まれていること

が多い。アンケー トでは387人中、両親と同居するのは305人 (78.8%)、

母親だけとの同居は65人 (16.8%)、 父親だけとの同居は18人 (4.7%)で

ある。メキシコ全体については、全未成年者のうち両親と同居するのは

55。 7%、 母親だけとの同居は14.7%、 母親とその夫との同居は12.6%、 そ

の他の者との同居は17%と いう報告があり20、 両者を比較する限りでは、

本稿の調査対象地区の子どもたちは、平均よりも両親と同居する割合は高

いことになる。後者の調査にしても、父親が近くに居住し毎日子どもに会

いに来る場合などを考慮していないため、この数字だけでただちに、多く

の子どもが無責任に放置、疎外されているとは言いがたい。我々は、下層

の人々の家族を論じるにあたって、ともすると核家族の不完全さに着目し

がちであるが、核家族としては不完全でも、近隣に居住する親族同士が助

け合い、拡大家族として充分に機能している状況を視野に入れる必要があ

る。ジョージ・P・ マードックは、核家族における両親と子どもとの諸関

係について、「家族の全体が子どもの世話に係わり合い、この協働を通し

て、さらに一体的となる」20と 述べた。拡大家族を常態とする多くの社会

では、その協働と一体化がより広範囲の親族の間で実現されることを考え

れば、核家族の孤立性が問題となる現代にあっては、むしろそうした拡大

家族のあり方に積極的な意味を見いだすこともできよう。

2 家族成員

子どもを囲む家族成員は多様な職業に従事し、学歴も様々である。表

-1は、アンケート回答に見る家族構成員の職業の集計結果であり、主婦、

肉体労働者―主に工場労働、土木建築労働従事者一、商人一行商、屋台、

露店、市場、小商店一が多数を占めていることがわかる。ここでいう主婦

は、大部分が専業主婦ではなく、機会を見つけては洗濯屋、掃除婦、小商

売、市場の手伝いをして収入を得ており、不定期とはいえ、彼女たちの収

入は、時として不足する家計を補助している。教師が商人や運転手として

も働くなど、副業を併せ持つ場合も多く、学生としてこの表中に算入され
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表-1 家族成員の職業

メキシコ市東南部の子どもたち

(N-1, i83)

職業 。身分 人数 % 職業・身分 人数 % 職業・身分 人数 %

主婦

肉体労働者

商人

事務員

運転手

教師

秘書

連邦区職員

４３

９８

５９

８６

４９

３３

３‐

１８

29.0%

25。 2%
13.4%

7.3%
4,1%

2.8%

2.6%

1.5%

技術者

会計係 り

左官

仕立て屋

警察官

電気工

農夫

機械修理工

1.4%

1.4%

1.1%

1.1%
0.8%

0.8%

0.8%

0.8%

掃除夫

保母

コンピュータ技師

スタイリス ト

看護婦

医師

電話交換手

その他

９

８

７

７

６

５

５

２２

0。 8%
0。 7%
0.6%

0.6%
0.5%

0.4%

0.4%
1.9%

出所)ア ンケート調査より筆者作成。

注)全体2,629人 から乳幼児、学生、無職、無回答の合計1,446人 を除いたもの。

なかった者でも、学業の傍ら何らかの手段で収入を得ていることは多いた

め、実際に人々が従事している職業はさらに多様である。

次に家族成員の学歴であるが、表-2に よると、義務教育である小学校

卒業や中学校卒業 (92年から中学校までが義務教育となった)が多いとは

いえ、高等教育を受けている者も少なくない。また、これらの表を作成す

るための資料となった家族ごとの調査票からは、一つの家族あるいは親族

の中に、最終学歴が小学校卒業以下の者と高校卒業以上の者が混在 (387

家族中102家族 (26.4%))する場合が少なくないことも判明した。父親と

母親の学歴は平均すると高くはないが、そのこととオジ、オバやキヨウダ

イの学歴との間にはあまり関連性がない。アンケートに取 り上げられた

人々が通う、もしくは卒業した大学は、いずれもメキシコ国立自治大学

(UNAM)と 国立工科大学 (POLITECNICO)で あるが、UNAMの場合、調

査当時の学費は年間20セ ンターボ (約 2円 )なので、諸経費を考慮 しても

仕事と両立して学業を修めることは十分可能だったと考えられる。商人や

肉体労働者の中にも高等教育を受けたものが見られ、また副業が一般的で

ある状況などから、調査の対象となった人々が恵まれた就労環境にあると

は言いがたいが、他方では、家族成員の学歴と職業は多様であり、下層の

人々が一様に低学歴で未熟練労働に従事せざるを得ない状況に追い込まれ
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表-2 家族成員の最終学歴

全 体 母 親 父 親

最終学歴 人数 % 人数 % 人数 %

大学院修了

大学卒

大学中退

師範学校卒

専門学校卒

高校卒

高校中退

中高一貫校卒

中高一貫校中退

工業・技術 。商業系高校卒

工業・技術・商業系高校中退

その他の後期中等教育機関卒

その他の後期中等教育機関中退

中学校卒

中学校中退

小学校卒

小学校中退

無就学

無回答

７
８５
‐３
‐０
５７
‐‐５
‐９
２９
３
１
２
２２
１

３８．
７２
劉
‐６７
‐‐１
２４

0.5%

6.1%
0。 9%
0。 7%
4。 1%
8.2%
1.4%

2.1%

0.2%

0。 1%
0。 1%
1.6%

0.1%
27.2%

5。 1%
20.2%

11.9%

7.9%

1.7%

０

‐５

４

６

‐３

３０

３

６

１

０

１

９

０

０６

‐７

０１

４３

‐８

３

0.0%

4.0%
1.1%

1.6%

3.5%

8.0%

0.8%
1.6%

0.3%

0.0%

0。 3%
2.4%

0.0%
28.2%

4.5%
26。 90/0

11.4%

4.8%

0.8%

２

３．

７

２

７

２６

７

‐３

１

０

１

‐１

１

９３

‐４

７７

２９

‐６

４

0。 6%
9。 1%
2.0%

0.6%
2.0%

7.6%

2.0%

3.8%

0.3%

0.0%

0.3%

3.2%

0.3%
27.2%

4.1%

22.50/0

8.5%

4.7%

1.2%

総数 1,403 376 342

出所)ア ンケート調査より筆者作成。
注 1)学生1,086人 、乳幼児140人 を除く。
注 2)高校は Preparato五 a(UNAMの 付属校)の こと。工業・技術 。商業系高校 にはVocaciOnal

罪鮮儡 聰欄i椰憧礎鱗誕1尊軍鱗署
け学ぶ短期課程),CCH(Colegio de ciencias y Humanidades,UNAMの 付属校)が含まれる。

ているとは断言できない。この地区の人々にとり、学歴や職業は個人の選

択と努力の余地が多分にあると捉えることができる。成長過程にある子ど

もたちが間近に見ているのは、このような多様な人生設計と言えるだろう。

Ⅳ この地区における学齢期の子ども

1 子どもと小学校

多様な生き方を追求する家族成員のなかで幼児期を過ごす子どもたちは、
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小学校生活では何を習得 しているのだろうか。メキシコでは小中学校が法

律上義務教育だが、日本におけるほど人々は義務であることを真剣に受け

とめていない20。 子どもの数に対する学校不足を解消するための措置とし

て、公立の小中学校は二部制をとっており、子どもたちは小学校入学時に

午前の部か午後の部を選択しなければならない。選択においては家庭の事

情もあるが、本人の希望が優先されることが多い。日本と同様、 7歳が就

学年齢だが、これについても経済的理由などによるほか、本人の意思によ

り7歳 を過ぎて入学する子どもたちがいる。人々は学校教育が必ずしも人

生の成功に結びつくわけではないとしばしば言い、この結果、子どもたち

にとって学校に通うことはきわめて自覚的な選択となる。

午前の部は8時から12時半 (休憩時間10時半から11時)ま で、午後の

部は14時から18時半 (休憩時間16時半から17時)ま でで、授業は実質 4時

間である。授業のカリキュラムや質は各教師により大きく異なり、生徒の

側に選択の余地が与えられているため、人気のある教師のクラスには50人

もの生徒が登録する一方、評判の悪い教師のクラスには十数人が登録する

だけという不釣合いな状態が生じる。たとえ優秀な教師であろうと過度の

生徒数では授業に支障をきたし、逆に、僅かな生徒数でも教師の質が悪け

れば生徒が伸びず、均整をとるのは困難である。

また教師用の教材も不足 しがちである。ヒルベル ト・G・ ニエブラによ

ると、メキシヨ市全体の小学校教師の50%が カセットを使用 してお り、

16%が電卓を、15%がラジオを、10%が ビデオを、そして9%がテレビを

使用 しているカジつ、本稿で調査対象となつている地区の場合にはこの割合

にかなり及ばないのが実態である。

このように、この地区の学校教育はカリキュラム、教材ともに整ってい

ないが、子どもたちがそれに失望する様子はない。アンケー トを実施 した

学校での聴き取 り調査では、子どもたちは大半が「学校が好き」「学校で

もっと勉強したい」と表明している。大学に進学して専門的な知識を得た

い、世界の色々なことを知 りたいとアンケー トで答えた子どもは387人中
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376人 (97.2%)におよぶ。

また、子どもたちが学校を好む理由のひとつとして、学校では他の子ど

もたちと共同で様々な遊戯、特にサッカーを楽しめることが挙げられる。

彼らは休憩時間になると、学年を問わずチームを作 り、時には教師も参加

して試合を行う。隣接地区の小学校の子どもたちが試合を申し込んでくる

と、試合は学校の名誉を賭けた戦いと化し休憩時間を超過しても続行され

ることもある。これに関してある教師は、机上で学ぶことだけが勉強では

なく、チーム作 り、戦略、駆引き、応援、団結、そして地域の人々との交

流もまた実践的な学習だと言う
")。

アンケートの結果も、子どもたちが集

団で行うスポーツに強い関心を持っていることを示している。表-3は趣

味は何かという質問に対する子どもたちの回答等を示しており、子どもた

ちの趣味が多彩で、コンピュータゲームやスケートボー ドなど時代を反映

するものもある一方で、スポーッを趣味に持つ子 どもが多 く、なかでも

サッカーとバスケットボールが 1位、 2位 を占めている。人間性は集団的

な遊びなくしては正しく成長しえないというクーリーの言にしたがえ|ク9、

下層の子どもたちの社会化にあたっては、知識の授与以上に、学校が集団

スポーツの場として重要な役割を果たしていると考えられる。

表-4は、子どもたちが将来従事を望む職業 (職業分野)を集計した結

果である。多様な職業名が列挙されており、それらは表-1と 比較するな

表-3 趣味 (N-387)

趣味 人数 % 趣味 人数 %

サッカー

バスケットボール

スポーツー般

テレビ観賞

音楽観賞

ダンス

勉強

読書

31.0%

17.3%

5。 2%
4.7%

4.4%

3。 9%
3.1%
2.8%

コンピュータゲーム

バレーボール

ローラースケー ト、スケー トボー ド

友人との会話

水泳

その他

特になし

無回答

2.6%

2.1%
1.8%

1.8%

1.6%

9.0%

8.3%

0.5%

出所)ア ンケート調査より筆者作成。



職業 人数 % 職業 人数 %

医師

弁護士

教師

システムエンジエア、プログラマ

サッカー選手

建築家

保母

会社経営者

学者

会計士

エンジニア

看護婦

秘書

獣医

なんらかの専門職

観光業

スタイリスト

パイロット

法律家

マスコミ関係

警察官

14.7%

5。 9%
5。 7%
5.2%
3.9%

3.9%

3.6%
3.6%
2.8%
2.6%

2.3%

2.3%

2.3%
2.1%

1.8%
1.8%

1.3%

1.3%

1.3%

1.0%

1.0%

消防士

インテリアデザイナー

プロスポーツ選手

医療関係

会社員

経営コンサルタント

薬剤師

NASAで仕事

ファッションデザイナー

ファッションモデル

運送業

歌手

画家

兵士

主婦

俳優

情報科学の分野での仕事

政冶家

電気屋

グラフイックデザイナー

未定

その他

４

３

３

３

３

３

３

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３３

３３

1.0%

0.8%
0。 8%
0。 8%
0.8%

0.8%

0.8%
0.5%

0.5%

0.5%

0.5%

0.5%

0.5%
0.5%

0.5%
0.5%

0.5%

0.5%

0.5%

0.5%

8.5%
8.5%
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表-4 将来就きたい職業                    (N-387)

出所)ア ンケー ト調査より筆者作成。

らば、同じように多彩な職業が列挙されてはいても、子どもたちは親より

も収入に勝 り、「格好のよい」職業に憧れている。このように将来の夢を

抱き、多彩な趣味を持ち、勉学精神旺盛な子どもたちの姿からは、ルイス

が主張するような将来への絶望感や無気力は感じられない。

2 教師の姿

家庭において接する大人たちとは別に、学校において子どもたちが日々

接する教職員の思考や行動は、社会化の過程においてとりわけ影響が大き

く、彼らの今後の人生に反映すると考えられる。

Ⅲ-2で も触れたが、公立学校の教師たちは、政府の政策で給与を据え

置かれており、物価の上昇によつて総体的に生活水準が低下したため、副
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業を持つことが多い。ある学校では教職員22人中18人が何 らかの副業を

持つており、午前は 5年生を受け持ち、午後は別の学校で校長の職に就い

ている者、午前中鶏肉屋で働いて、午後の授業を担当する者、教師仲間を

対象に貴金属の商売をしている者などがいる。また教師同士で講「タン

ダ」30を 組織するなど、彼らの多 くは生活を維持するために収入増加の工

夫をしている。これらの活動は校内で行われる場合があるので、子どもた

ちにも知られ、タンダに関してはまれに子どもが参加することもある。メ

キシコの教育問題を論 じるニエブラは、公立校教師の学問的水準の低さ、

教育意欲の欠如、副業を持つ教師の多さを挙げ、その生徒たちの将来は暗

いと述べている力都1)、 概して教師たちは子どもたちに好かれており、彼ら

が副業を持つことも違和感なく子どもたちに受け入れられている。表-4
で22人の子どもが将来の職に教師を選択している事実を考慮すれば、教師

たちの生き方は選択肢の一つとして、子どもたちに希望を与えている可能

性は否定できない。現実と折 り合いながら、生徒たちを導こうとしている

教師たちの姿は、教授される知識や集団での活動に加えて、子どもの社会

化に影響を与える重要な要素となっている。

V 家庭や地域における活動

1 家庭内での活動

国立統計・地理・情報科学研究所 (INEGI)に よると、この地域の持ち

家率は約80%である3D。 治安が悪 く犯罪が多発 しているので、あまり外で

遊ぶことができない年少の子どもたちにとって、自由の利 く自宅や親族の

家は、安心して過ごすことのできる重要な場所となっている。

アンケー ト中で、家での手伝いについて尋ねたところ、387人中365人

(94。 3%)が何らかの形で家族を助ける活動を日課としていた。多くは家

事労働をしており、内訳は、衣服を手で洗濯する、食事の後片付け、部屋

と中庭の掃除、幼少のキョウダイやイトコの世話、親の商売の手伝いであ

る。70人 (18.1%)は労働で収入を得て家計を助けていた。家事労働が中
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心 とはいえ、子 どもにとってそれは決 して簡単な作業ではない。295人

(76.2%)が電気洗濯機を持っていると答えたものの、普段は石の洗濯板

で洗つており、また家に水道のない子 どもが33人 (8.5%)い るので、洗

濯とはいえ我々の想像以上に労力と時間を要する。風呂の支度をするとき

は、深鍋に水を汲みガスコンロで湯を沸かし、一人が入 り終えるとまた同

じことを繰 り返す。家族が多いので全員の支度はかなりの重労働となる。

多くの場合、子どもたちは中庭にある洗濯場や流し台で作業をしながら

キョウダイやイトコ、姪、甥の面倒を見ており、家畜を飼っている家であ

ればその世話もする。便所と水浴び場も中庭にあるので、そこは家事や育

児のための重要な生活空間になっている。大抵の家では中庭にスピーカー

が取り付けてあり、屋外で家事労働をしながらラジオやカセットを聴くこ

とができるので子どもたちにとつて退屈しのぎになる。屋内の家事もテレ

ビをつけて行つていることが多い。

テレビとラジオに関しては、ほとんどの家庭がどちらかを所有しており、

アンケートでも電化製品の中でテレビの所有率力湾82人 (98。 7%)と 最も

高い数値を示した。家事と幼いキヨウダイやイトコの世話に長い時間を費

やす年長の子どもたちは、家事空間を狭い室内から中庭に拡張し、テレビ、

ラジオなどを最大限活用して、僅かでも効率よく楽しく作業を進めようと

しているように見える。同時に、テレビ、ラジオは、遠方への旅行とはあ

まり縁のない子どもたちにとって、単なる娯楽以上に外の世界を知る手段

として有用な道具となっている。米国に出稼ぎに出ている家族や親族の影

響も考えられるものの、何よりもそうしたメデイアを介して、米国は勿論、

ヨーロッパのこともアジアのことも知識があり、旺盛な興味を抱いており、

そうした情報を自分とは無関係な外部世界の出来事として捉えてはいない。

2 商売と相互扶助

上記のように、子どもたちは普段家の敷地内で過ごすことが多いが、同

じ通 りに住む隣人たちとも多彩な経済的関係を結んでいる。大人たちも含

めて、貰つたり安 く仕入れたりした食品や物品を、隣人同士がさらに安価
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で譲 り合い、相互扶助的な経済活動から恩恵を得ることはごく一般的であ

る。子 どもたちは菓子、使い古 しの文房具を出来る限 り隣人から購入 しよ

うとする。市価の半値から五分の一で買えるので出費を抑えることができ、

逆の立場になったときも収入が期待でき、僅かな収入でもバス代などの雑

費が捻出できるからである。しかし、いつ、何を、どのくらい入手できる

かは誰も分からないので、日頃から相互に声を掛け合うことが重要になっ

てくる。

大人たちの多 くは企業や公的機関の社会保障を受けていない
")。

それゆ

え安心感を持って生活するには自分たちで工夫しなければならない。生活

を維持するために自然発生した隣人との相互扶助は、経済的に同じ立場で

あるという共同意識をその根底にもっており秘)、 子どもたちが最初に経験

する家族、親族以外の助け合いとなる。同様の相互扶助は仕事においても

発揮され、親の商売を手伝う子どもたちによつて習得されていく。

イスタパラパとトラウアクの隣接地帯は一大商業地で、特にイスタパラ

パ側には小商店、屋台、露店が密集している。クロスによると、この地域

の小商人は1980年 から1990年 の10年 間で5,055人から7,094人 に、つまり

40%も 増加しており、1991年 の調査では、メキシヨ市全体の小商人の半数

以上がイスタパラパに集中している3D。 膨大な数の小商人に買い物客が加

わり戦場のような活気を呈している中で、固定客を掴む為の戦略や儲けを

増やす方法、 トラブル発生時の助け合いなどを、子どもたちは親や周囲の

大人たちから学んでいる。

ある子どもは、上手な商売とは、①気前よく味見をさせる②おまけをつ

ける③はかり売りの物は秤を揺らして目方をごまかす④目方の多いものは

前もって目盛をプラスにしておく、といつた手法を客を見極めて使い分け、

手際よく行うことだと筆者に話す30。 ごまかしばかりでは客が離れるので

注意を要し、常連客には増量サービスを心掛ける、感謝の気持ちを忘れな

いなど、工夫も必要だという。つり銭が不足した場合、隣近所の商人から

借り、調味料や材料の不足も同様に間に合わせる。急用で一時的に店を留
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守にする時でも、商人同士普段から協力し合い信頼関係を構築していれば

安心 して頼むことができる。これらもまた、親の商売を通して子どもが習

得する重要な事柄である。

小商売をしている人々は概 して、まとまった資金を持ち合わせておらず、

金融機関とも繋がりがない。そこで、商人仲間でタンダを組織して、仲間

が納めた会費を受け取る順番に当たる商人は、それを商売に投資する。子

どもたちは、このような資金繰 りの方法も、親の商売を手伝う過程で身に

つけ、ときとして学校などで小さなタンダを組むといった応用を試みる。

曜日ごとに移動する青空市場「テイアンギス」の手伝いでは、幾つかの地

域に固定客を掴むことの重要性を学ぶ。それらの客は消費者でもあり、情

報源でもある。家族成員が異なる商売、例えば父親は鶏肉屋、母親はタ

マーレス3つ 作 りをしていると、ティアンギスの移動先で父親が固定客の

ルー トから祝宴用のタマーレスの注文を400個、600個 と受けてくる381。 メ

キシコ人の好物で、メキシヨ人のアイデンティティとの関連についての研

究30ま であるその食べ物には、ルー ト伝いに階層の差なく注文が入 り、儲

けは非常に大きい。このように子どもたちは、商売の方法次第でいかよう

にでも儲けられること、商人同士のネットワークや客との繋がりが重要だ

ということを、経験を通して学んでいく。小学生の頃から商売を手伝って

いる子どもは、中学生になれば一人前とみなされ、店を任される機会が増

えてくる。小さな屋台ではあるが彼らは店主として商いを行うようになる。

「たとえ工場労働による収入のほうが勝っても、彼らは通りでの物売り

を生活手段として選ぶ」と、クロスは物売りの証言をひいて述べており40、

筆者も全く同様の意見を人々から聞いている41)。 小商人たちが主張するの

は、工場や大手スーパーなどでは、監督、上司といつた目上の者に使われ、

労働を強制されるが、通りの商売は、時間的な拘束がなく、通行客とつか

の間の会話を楽しむこともでき、その種の仕事の最大の魅力は、独立した

店主として努力と工夫次第で収入増加や店舗拡大を図れることにあるとい

う点である。子どもたちもまた、親を手伝う過程でそうした価値観を共有
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するようになる。

学校以外の場所で半日を過ごす子どもたちは、家庭においても仕事にお

いても、家族にとって重要な役割を果たしていることから、「小さな大

人」であることを目指す。日本では、子どもが子どもらしくいられない

「小さな大人」という言葉はしばしば否定的に捉えられるが、彼らは「小

さな大人」であることに誇りを持っている。その姿からは抑圧、疎外とい

う言葉は想像できない。

ルイスが挙げた「貧困の文化」の諸特徴に、無気力、強い周辺性意識、

絶望感、依頼心、劣等感と視野の狭さがある421。 「彼らは地方的な感情を

持つており歴史観念が乏しい。彼らが知つているのは、自分たちの問題、

自分たちの地区の常態、自分たちの生活様式だけである」40と ルイスは述

べているが、参与観察とアンケートの結果、子どもたちの日常生活からは、

家庭においても地域においてもそうした無気力や絶望感、劣等感は感じら

れない。それどころか、彼らは経済的に苦しければ、隣人同士で相互扶助

を行い、僅かでも支出を減らし収入増加を心掛け、また家事労働を工夫し

ている。大人たちに家事や仕事を任されることで、彼らの心には責任感と

独創性が培われる。下層の人々は知識も活動も自分たちの狭い生活空間に

限定されると多くの研究者はみなすが、メキシコのような大都市では、ア

ンケー トが示すように、下層 とはいえテレビの所有率は100%に 近 く、そ

の他からも多 くの情報が入るので、子どもたちが他地域や外国の知識に乏

しいことはなく、また活動範囲も地域内だけに制限されることはない。

ティアンギスなどで異なる地域を回ればそれらの地域社会の人々との間に

個人的な結びつきができ、後期中等教育、高等教育まで進めばネットワー

クはさらに拡大していく。

Ⅵ おわりに・結論と展望

本稿では、地域社会への社会化の過程で影響を与える人々との係わりを

通して下層の子どもたちの生活様態を論 じた。各節を要約するとまず、就
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学前の子どもたちは、放棄、疎外されるどころか、多様な学歴や職業を持

つ家族成員や親族に囲まれ成長していく。小学校生活では、授業のみなら

ず休憩時間の遊びや教職員たちの生き方から、社会で生き延びるための工

夫、努力、行動力を習得していく。家庭や地域社会では、家族の手伝いを

通して家事労働の工夫、隣人同士の相互扶助、商売の方法や戦略、商売仲

間や客とのネットワーク作りを学んでいく。このような分析から、子ども

たちが将来の夢を抱き、各自の役割を遂行しつつ成長していく様子が明ら

かになった。

子どもたちは努力をすれば高等教育を受けることができ、経済的には商

売次第で公務員やホワイトカラーの人々より収入を得ることも可能である。

社会保障の欠如は、親族や隣人同士の相互扶助、商売のネットワークで相

互に補うことが出来る。

確かに、メキシコ社会は家系や所有による階級格差が大きく、階級間の

移動が困難ではあるが、下層の子どもたちは何ら人生の選択肢を見出せな

い閉塞状況におかれているとは言えない。クーリーは、社会環境によつて

与えられた生活領域から離れる望みや力を持たない諸個人の自由として

「階級としての自由」という概念を提起し、それがさほど特権を持たない

集団に属する人々に、独自の正義と機会を用意し、また、温か味のある生

活を可能にすることで、階級から出て行 くための機会ではなく、その中で

向上するための機会を与えると述べている4→。階級としての自由だけが下

層の人々に与えられているという彼の考え方は疑問だが、下層の人々を全

ての権利を剥奪された存在として矮小化しない解釈は本稿の分析とも合致

している。下層の人々はひとつの階級を構成していると同時に、それを取

り巻 くメキシコ社会の一部をも構成していることを考慮すれば、彼らは階

級としての自由を享受しつつ、さらに全体社会の構成員としてその中で上

昇していく可能性をも追求し、彼ら自身が人生を選択 していると捉えるの

が適切であろう。そしてこの自由を保証するのが家族との結びつきや隣人

たちとの相互扶助、商売のネットワークなのである。
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筆者は彼 らを美化するつもりはないし、彼 らを扱つた諸研究を否定する

つもりもない。実際、下層の子 どもたちが全て健全な生活を送つているわ

けではなく、不良集団「バンダ」を形成して逸脱行為を働くなどの問題や

子どもの遺棄・虐待も数多く報告されている。しかし下層の子どもたちの

「負」の面だけが一般化される理由もない。階級格差の問題と被抑圧者側

に属する人々の人間性を否定することとは別問題であり、ルイスのように、

貧者にときとしてみられる精神的な傾向を、それを生み出す構造的な問題

を無視して人間性の欠陥として取り上げ、貧困の文化の特徴として普遍化

すること40こ そが、抑圧者側の理論を正当化することにつながりかねない

点に注意しなくてはならない。そのように、社会を分割して自分とは異な

る集団に属する人々の人間性を否定することが、まさしくォリエンタリズ

ム的言説40を作り出すのである。

さらに研究を進める上で注目すべき点は、この地域の人々と地方農村と

の繋がりである。メキシコ市でも都心部にあたる連邦特別区でありながら、

ルイスがその書躙cPο zιιαπ4つ で例示するような農村的暮らしの部分が残っ

ているのは、単に開発が遅れているだけではなく、それらの地区の居住者

の多くが周辺農村の出身であり、移住してからも出身地との結びつきが強

く、周辺の文化が絶え間なく入り込んでいることが大きく関わつている。

同時に、都市住民の一部として、彼ら自身も周辺農村に対して近代的セク

ターの抑圧機構の一部として機能している可能性もあり、その意味では、

都市と農村という問題を考察するための媒介項として、都市の下層民をと

らえる必要があるだろう。ホセ・カルロス・マリアテギは、富める都市と

貧 しい周辺地域の断絶を強調 し40、 ロバ_卜 ・レッドフィール ドは、

フォーク (習俗社会/農村)一アーバン (都市)連続体説49を 述べたが、

もはや両者の関係は、単に「連続」「不連続」障寸立」などを議論するだけ

では不充分なほど複雑な様相を呈している。この複雑な社会構造を読み解

く鍵として、都市下層民の実態研究が深化継続されるべきであろう。
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